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私の研究分野
　超分子化学、構造有機化学。特に、新しい構造の有機分子合成、分子間相
互作用の制御による精密分子認識、そして新しい分子機械の創出を行ってい
ます。

担当科目
基礎セミナー（ナノサイエンス－微小世界の未来科学）（学部）
基礎工学PBL（学部）
防災特論（学部）
有機化学実験法（学部）
合成化学実験（学部）
高分子化学A（学部）
生物有機化学（大学院）
先端微小物質科学特論（大学院）
超分子ナノバイオプロセス学（大学院）
Advanced Organic Chemistry（大学院）
Introduction to Engineering Science（大学院）

主な著書、論文等

学生へのひとこと 　ソフトボール、バレーボール、テニス、剣道、その他スポーツは何でも楽しみ
ます。ソフト・バレーボールは職員チームの一員として参加しています。テニ
スは同好会程度です。剣道は有段者ですが、こちらはすっかりご無沙汰です。

有機化学は高校三年生の後半に習うところが多く、難
しそうだし、馴染みが薄いためイメージが湧きにくい
と聞くことがあります。一方で、数多くの有機物が身
の回りにあり、我々の生活を支えている事実がありま
す。先入観を取り払えば多くの物が見えてきます。有
機化学の最先端の研究に没頭し、我々の将来を支え
る新物質を創り出す醍醐味を味わってみませんか。

私へのアクセス
研究室：C506
研究室電話番号：06-6850-6228
ホームページ：
http://www.chem.es.osaka-u.ac.jp/supra/ 
E-mail: hirose@chem.es.osaka-u.ac.jp
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自己の研究紹介と
メッセージ

　研究：私は構造有機化学の超分子化学分野で研究しています。これ
までに、優れた分子構造の設計技術と高い合成技術を駆使して、アミン
やアミノ酸誘導体の不斉を高選択的に認識できるホスト分子を創り出し、
世界初の不斉指示薬の創出を実現しました。この知見に基づき、研究室
ではキラルセンシングへの応用や鏡像体の分離・分析への展開をおこ
なっています。基礎研究により得られたエントロピー効果を考慮した不斉
認識能の温度による逆転現象を実証する一方で、液体クロマトグラフィー
用キラルカラムの商品化にも成功しました。更に、分子間相互作用の基礎
的知見を駆使して、分子の引きつけ合う力の制御技術を活かし、分子を
組み合わせにより展開する超分子化学にも取り組んでおり、中でも2016
年のノーベル化学賞の受賞対象になった「分子機械」の研究では、ユ
ニークな光と熱によるスイッチング能を有する分子機械を創り出して大き
な注目を浴びています。この分野での研究交流により3人の受賞者は阪
大に来て講演し、学生とも交流されています。諸君にも将来の世界的研
究者と知己になるチャンスがあります。この様に基礎工学部の理念を大
切にして、「ScienceとEngineeringの融合」を実践しながら、学生諸君
が「基礎から応用まで」広く深く学べる場を提供し、社会・世界で貢献でき
る人材育成に務めています。

　教育：最近、学生の優秀さに感心させられることが増えてきました。世
間でよく言われる「大学生の学力低下」とは全く逆の場が形成され、驚き
と共に頼もしさを感じています。例えば、大学二年生対象のPBL
(Problem Based Learning)では、各人の調査内容をもとに次のレポート
課題を決めていきますと、当初の想定を遙かに超えて調査が進行し、講
義内容が非常に深いところまで到達することがしばしばあります。一人一
人の進み方をもとに、課題を決めていきますので多くの人数を相手にする
ことは出来ませんが、少人数対象の教育に於いては学生の高いポテン
シャルを活かす場の提供の重要性を実感します。「出来て当然」と感じら
れなくなりつつある自分を発見し、マスコミ報道の影響の怖さを感じます。
ところで、専門科目には原書の教科書がよく使われており、学生が修得に
苦労している旨を聞きます。この点は、残念ながら、かなりの学生に共通し
ているようです。勿論言語も大切ですが、まずは中身を良く理解するよう
にしておいてください。この時期、中身が一番大切です。

　未来を見据えて：化学は世界共通の学問です。したがって世界を股に
かけた活躍の場があります。化学を専攻した皆さんは、将来、地球規模
で活躍される可能性が高いのです。化学の勉強と言語の勉強は大学生
活の後半ででも挽回出来ます。共通教育の期間には、共通教育の期間
にしかできないことを悔いの無いようにやり、大いに見聞を広めて人間的
魅力を高めておくことを勧めます。将来、化学の実力と人間的魅力をもっ
て世界中で活躍する日を夢見てください。
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